
資料6－6

千代川総合水系環境整備事業



 （様式-1） 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 千代
せんだい

川
がわ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 千代川直轄管理区間 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 【水環境】 

① 袋
ふくろ

川
がわ

箇所水環境整備 

① -１：袋川植生浄化、底泥除去（計画中） 

① -2：可動堰分水樋門整備（H22～H23）（完了） 

【水辺整理】 

②浜坂
はまさか

箇所水辺整備（完了） 

河川管理用通路、護岸（国土交通省の事業：H19～H20） 

公園整備（自治体の事業：H9～H23） 

  ※②はフォローアップ対象であり、費用及び便益を全体事業の B/C に計上 

事業期間 平成 9 年度～平成 38 年度 

総事業費(億円) 21.9 億円（うち、国整備分 5.4 億

円、市整備分 16.5 億円） 

残事業費 3.9 億円 

目的・必要性 千代川は、その源を鳥取県八頭
や ず

郡
ぐん

智頭
ち づ

町
ちょう

の沖ノ山
お き の せ ん

（標高 1,319ｍ）に発し、八
はっ

東川
とうがわ

、袋川等の支川を合わせて鳥取平野を北流し、日本海に注いでいる。 

水質については、流域で下水道整備が進んでおり、千代川では環境基準を満足し

ているが、鳥取市街地を流れる袋川下流域では水質が悪く、景観や河川の利用に対

しても課題が発生している。 

 以上の状況より、水環境整備を実施する必要がある。 

【水環境】＜袋川箇所水環境整備＞ 

袋川下流域は、国管理区間内で最も水質が悪く、BOD が環境基準を超過する年も

ある。川底に有機泥がたまり、水質悪化の要因となっており、夏季の流水が少なく

なる時期には、浮遊物等が漂流し、悪臭が発生することがある。このため、袋川下

流域において、植生浄化及び底泥除去による水質改善を行うものである。 

 

便益の主な根拠 

 

 

【水環境】袋川箇所水環境整備 CVM 

全体事業：支払意思額 ＝ 274 円／世帯／月、受益世帯数＝ 34,279 世帯 

 

事業全体の 

投資効率性 

 

 

 B:総便益

(億円) 

C:総費用

(億円) 

B/C B-C 

(億円) 

EIRR

(%) 

全体 

事業 

総合水系環境整備事業 56.9 38.6 1.5 18.3 5.4

（水環境） 20.5 4.5 4.6 16.0 14.8

（水辺整備） 36.4 34.1 1.1 2.３ 4.2

残事業 総合水系環境整備事業 16.9 3.４ 4.9 13.５ 19.９

（水環境） 16.9 3.４ 4.9 13.５ 19.９

感度分析  残事業（B/C） 全体事業（B/C） 

残事業費（+10％～-10％） 4.3～5.3 1.5～1.5 
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残工期（+10％～-10％） 4.8～5.0 1.5～1.5 

便益（+10％～-10％） 5.4～4.4 1.6～1.3 

事業の効果等 【水環境】 

  袋川下流域の水質改善を実施し、水質や景観が改善することで、散策や散歩など、

親水性の向上が見込まれる。また、藻類の異常増殖の減少、魚介類の生息環境の向

上が見込まれる。 

社会情勢等の 

変化 
・千代川沿川の鳥取市・八頭町の人口、世帯数について、大きな変化はみられない。

事業の 

進捗状況 

・ 浜坂箇所水辺整備については平成 26 年に完了し、地域住民により浜坂遊水池

の水辺空間の利用が図られている。 

・ 袋川箇所水環境整備については、分流堰（可動堰）の樋門を整備し、袋川への

浄化用水の管理をより容易にした。 

事業の進捗の 

見込み 

・ 水環境については、鳥取県及び鳥取市や連携を図りながら実施することとして

おり、地域住民の要望もあり、今後事業進捗する上で支障はない。 

 

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・ 水環境については、植生浄化施設の除草作業や清掃などについて、鳥取県等関

係機関、地域住民等と協力体制を確立することで、コスト縮減を図る。 

対応方針（案） 継続 

対応方針理由 ・以上より、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥当で
ある。 

・今後の事業の実施にあたっては、地域住民等との協力体制を確立するとともに、コス

 ト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

その他 － 
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国
土
交
通
省

中
国
地
方
整

備
局

平
成
２
９
年
１
２
月
１
日

千
代
川

総
合

水
系

環
境

整
備
事
業

【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】
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１
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

２
.千

代
川
流
域
の
概
要
と
河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題
・
目
標

３
．
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

４
．
個
別
事
業
の
必
要
性
、
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

５
．
費
用
便
益
分
析

事
業

再
評
価
説
明
の
進
め
方
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
千

代
川

沿
川

の
鳥

取
市

・
八

頭
町

の
人

口
・

世
帯

数
に

つ
い

て
、

大
き

な
変

化
は

み
ら

れ
な

い
。

○
以

上
よ

り
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

○
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

住
民

等
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

縮
減

に
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業
の

執
行

に
努

め
る

。

・
水

環
境

に
つ

い
て

は
、

鳥
取

県
及

び
鳥

取
市

や
連

携
を

図
り

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
地

域
住

民
の

要
望

も
あ

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

・
水

環
境

に
つ

い
て

は
、

植
生

浄
化

施
設

の
除

草
作

業
や

清
掃

な
ど

に
つ

い
て

、
鳥

取
県

等
関

係
機

関
、

地
域

住
民

等
と

協
力

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
で

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

る
。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

全
体

事
業

(B
/
C
)＝

1
.5

残
事

業
(B

/
C
)＝

4
.9

・
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備
に

つ
い

て
は

平
成

2
6
年

に
完

了
し

、
地

域
住

民
に

よ
り

浜
坂

遊
水

池
の

水
辺

空
間

の
利

用
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・

袋
川

箇
所

水
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
分

流
堰

（
可

動
堰

）
の

樋
門

を
整

備
し

、
袋

川
へ

の
浄

化
用

水
の

管
理

を
よ

り
容

易
に

し
た

。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
鳥

取
県

知
事

の
意

見
：

事
業

の
「

継
続

」
と

い
う

対
応

方
針

に
つ

い
て

異
存

あ
り

ま
せ

ん
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

１
．
今
後
の
対
応
方

針
（
原
案
）
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・
千

代
川

は
、

そ
の

源
を

鳥
取

県
八

頭
郡

智
頭

町
の

沖
ノ

山
（

標
高

1
,3

1
9
ｍ

）
に

発
し

、
そ

の
途

中
、

八
東

川
、

袋
川

等
の

支
川

を
合

わ
せ

て
鳥

取
平

野
を

北
流

し
、

日
本

海
に

注
い

で
い

る
。

・
河

川
敷

に
は

、
ス

ポ
ー

ツ
広

場
な

ど
が

整
備

さ
れ

、
多

く
の

人
が

利
用

し
、

住
民

の
憩

い
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

・
ア

ユ
や

ウ
グ

イ
等

の
多

様
な

魚
類

が
生

息
し

、
冬

季
に

は
コ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
な

ど
多

く
の

野
鳥

が
飛

来
す

る
。

・
支

川
の

袋
川

は
、

上
流

の
、

の
ど

か
な

田
園

地
帯

か
ら

鳥
取

市
街

地
を

流
れ

て
お

り
、

水
辺

の
散

策
な

ど
多

く
の

市
民

に
親

し
ま

れ
て

い
る

。

・
河

川
水

は
、

農
業

用
水

と
し

て
約

1
,1

0
0
h
a
に

お
よ

ぶ
耕

地
の

か
ん

が
い

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

【
千

代
川

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
1
,1

9
0
k
m

2

幹
川

流
路

延
長

：
5
2
k
m

山
地

面
積

比
率

：
約

9
2
%

流
域

内
人

口
：

約
2
0
万

人

２
．
千
代
川
流
域
の
概
要

や
ず
ぐ
ん

ち
づ
ち
ょ
う

お
き
の

せ
ん

- 6 -



①
下

流
部

で
は

、
散

策
、

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

鳥
取

市
民

の
貴

重
な

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
利

用
さ

れ
、

中
上

流
域

で
は

伝
統

行
事

の
「

流
し

び
な

」
が

催
さ

れ
る

と
と

も
に

、
水

面
は

カ
ヌ

ー
や

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

に
も

利
用

さ
れ

て
い

る
。

②
ア

ユ
釣

り
が

盛
ん

で
、

下
流

に
は

ア
ユ

の
産

卵
場

が
存

在
し

、
湧

き
水

の
あ

る
と

こ
ろ

に
は

ホ
ト

ケ
ド

ジ
ョ

ウ
が

生
息

す
る

な
ど

豊
か

な
自

然
を

有
し

て
い

る
。

八
頭
町

①
用

瀬
の

流
し
び
な

①
春

の
散

策

①
カ
ヌ
ー
遊

び

②
ス
ポ
ー
ツ
利

用

②
ア
ユ
釣

り

２
．
千

代
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
現

状
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２
．
千

代
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
目

標

○
河
川
環
境
に
関
す
る
目
標
（
千
代
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
国
管
理
区
間
）
抜
粋
）

流
域

の
中

で
特

に
水

質
が

悪
い
袋

川
に
つ
い
て

・
鳥

取
市

街
中

心
部

を
流

れ
市

街
地

の
景

観
や

環
境

が
重

要
。

・
快

適
に
水

辺
の

散
策

等
が

で
き
る
よ
う
に
本

川
と
同

程
度

ま
で
水

質
を
改

善
す
る
よ
う
努

め
る
。

○
整
備
の
目
標
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N
o
.

事
業

名
市

事
業

年
度

事
業

内
容

事
業

費
（
百

万
円
）

評
価

手
法

ア
ン
ケ
ー
ト

実
施

年
度

【
水

環
境

】
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

鳥
取

市
（

計
画

中
）

植
生

浄
化

、
底

泥
除

去
3
8
7

C
V
M

H
2
9

【
水

環
境

】
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

鳥
取

市
H
2
2
～

2
3

可
動

堰
分

水
樋

門
整

備
7
7

【
水

辺
整

備
】

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

鳥
取

市
H
1
9
～

H
2
0

（
国

土
交

通
省

）
河

川
管

理
用

道
路

、
護

岸
1
,7

3
0

T
C
M

完
了

H
9
～

H
2
3

（
鳥

取
市

）
公

園
整

備

評
価

対
象

事
業

位
置

図

①
-1 2

合
計

2
,1

9
4
百

万
円

①
-2

３
．
千
代

川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

←
千
代
川
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性
（
①
袋
川
箇
所
水
環
境
整
備
）

①
千

代
川

本
川

（
行

徳
地

点
）

の
水

質
は

環
境

基
準

（
B
O

D
2
m

g
/
L
）

を
概

ね
満

足
し

て
い

る
が

、
支

川
袋

川
（

浜
坂

地
点

）
で

は
、

本
川

の
環

境
基

準
を

超
過

す
る

年
が

あ
る

。
②

袋
川

は
鳥

取
市

街
中

心
部

を
流

れ
、

市
街

地
の

景
観

や
環

境
に

重
要

な
場

所
だ

が
、

袋
川

下
流

で
異

臭
や

浮
遊

物
の

発
生

な
ど

、
水

質
に

起
因

す
る

生
活

環
境

の
悪

化
が

見
ら

れ
、

住
民

か
ら

の
意

見
で

も
水

質
改

善
や

水
辺

整
備

の
意

見
も

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

③
袋

川
沿

川
は

市
街

地
に

隣
接

し
、

利
用

者
が

多
い

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

（
重

箱
緑

地
公

園
）

も
あ

り
、

水
質

改
善

に
よ

り
、

水
面

利
用

や
散

策
な

ど
の

利
用

が
見

込
ま

れ
る

。

②
悪

臭
が

す
る
浮
遊
物
の
発
生

③
沿
川
で
利
用
者
の
多
い

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

（
重

箱
緑

地
公

園
）

袋
川

【
現

在
の

「
袋

川
（

浜
坂

遊
水

池
付

近
）

の
状

況
】

02468

H1
3

H1
6

H1
9

H2
2

H2
5

H2
8

B
OD

75
％

値
の

経
年
変

化

千
代

川
(
行

徳
地

点
)

袋
川

(
浜

坂
地
点

)

（
m
g/
l）

行
徳

地
点

の
環
境

基
準

A
類

型
：

2
m
g
/
L

合
流

式
下

水
道

改
善

に
着

手
（
鳥

取
市

）

※
B

O
D
（
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
：
水

の
汚

染
を
示

す
指

標
の

ひ
と
つ

①

②
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①
－

１
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

（
植

生
浄

化
・

底
泥

除
去

）
（

計
画

中
）

①
－

２
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

（
可

動
堰

分
水

樋
門

整
備

）
（

H
2
2
～

Ｈ
2
3
）

整
備

目
的

：
袋

川
下

流
域

の
水

質
改

善
を

実
施

し
、

水
質

や
景

観
を

改
善

す
る

。
整

備
内

容
：

①
－

１
植

生
浄

化
・

底
泥

除
去

（
計

画
中

）
①

－
２

可
動

堰
分

水
樋

門
整

備
・

浄
化

用
水

導
入

（
完

了
）

事
業

進
捗

の
見

込
み

：
水

環
境

に
つ

い
て

は
、

鳥
取

県
及

び
鳥

取
市

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
地

域
住

民
か

ら
の

要
望

も
あ

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

植
生
浄
化
整
備
イ
メ
ー
ジ

袋
川

植
生

帯
等

設
置

【
計

画
中

の
整

備
内

容
】

４
．
個
別
事
業
の
整

備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

【
完

了
し

た
箇

所
】

可
動

堰
分

水
樋

門

袋
川

底
泥
除
去
の
イ
メ
ー
ジ

袋
川
に
浄
化
用
水
を
分
流
す
る
樋
門

を
遠

隔
操

作
化

袋
川

箇
所

水
環

境
整

備
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金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

事
業

全
体

残
事

業

水
環

境
水

辺
整

備
水

環
境

便
益

（
B
）

5
,6

8
7

2
,0

5
2

3
,6

3
5

1
,6

9
0

1
,6

9
0

便
益

5
,6

1
6

2
,0

3
5

3
,5

8
1

1
,6

8
9

1
,6

8
9

残
存

価
値

7
2

1
7

5
4

0
0

費
用

（
C
）

3
,8

6
1

4
4
7

3
,4

1
4

3
4
4

3
4
3

事
業

費
3
,7

0
7

4
0
7

3
,3

0
0

3
1
1

3
1
1

維
持

管
理

費
1
5
4

4
1

1
1
3

3
2

3
2

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

1
.5

4
.6

1
.1

4
.9

4
.9

●
費

用
便

益
比

総
括

表

千
代

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

・
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

【
全

体
事

業
】
事

業
期

間
（

H
9～

H
38

）

①
-
1
，

①
-
2
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

②
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備

５
．
費

用
対

効
果

分
析

（
総

括
表

）

【
残

事
業

】
事

業
期

間
（

H
30

～
H

38
）

①
ｰ
1
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

・
便

益
、

費
用

は
、

小
数

第
一

位
を

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
で

四
捨

五
入

し
て

い
る

。
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◆
前

回
評

価
時

と
の

比
較

表
（

全
体

事
業

）

※
1
：

平
成

2
8
年

4
月

5
日

事
務

連
絡

「
費

用
便

益
分

析
の

費
用

算
定

に
お

け
る

消
費

税
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
に

基
づ

き
消

費
税

を
控

除

参
考

1
：
前

回
評

価
時

と
の
比

較

事
項

全
体

事
業

備
考

前
回

評
価

（
平

成
2
6
年

度
再

評
価

）
今

回
評

価
（

平
成

2
9
年

度
再

評
価

）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

環
境

】
・

袋
川

箇
所

水
環

境
整

備
（

計
画

中
）

：
植

生
浄

化
整

備
、

底
泥

除
去

・
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

（
H
2
2
～

H
2
3
年

度
）

：
可

動
堰

分
水

樋
門

整
備

【
自

然
再

生
】

・
千

代
川

箇
所

自
然

再
生

（
計

画
中

）

：
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

【
水

辺
整

備
】

・
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備
（

H
9
～

2
3
年

度
）

：
河

川
管

理
用

道
路

、
護

岸
、

公
園

整
備

【
水

環
境

】
①

-
１

：
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

（
計

画
中

）

：
植

生
浄

化
整

備
、

底
泥

除
去

①
-
２

：
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

（
H
2
2
～

H
2
3
年

度
）

：
可

動
堰

分
水

樋
門

整
備

【
水

辺
整

備
】

②
：

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

（
H
9
～

2
3
年

度
）

：
河

川
管

理
用

道
路

、
護

岸
、

公
園

整
備

千
代

川
箇

所
自

然
再

生

に
つ

い
て

は
他

事
業

等
に

よ
り

別
途

実
施

全
体

事
業

費
約

2
3
.1

億
円

（
消

費
税

含
む

）

約
2
1
.9

億
円

（
消

費
税

含
む

）

総
便

益
（

Ｂ
）

約
7
6
.3

億
円

約
5
6
.9

億
円

総
費

用
（

Ｃ
）

約
3
4
.0

億
円

（
消

費
税

含
む

）

約
3
8
.6

億
円

（
※

１
：

消
費

税
控

除
）

費
用

便
益

比

（
Ｂ

/
Ｃ

）
2
.2

1
.5
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・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0
%

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

を
算

定
し

、
感

度
分

析
を

行
っ

た
。

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞

【
参

考
2
】

感
度

分
析

（
再

評
価

）

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

全
体

事
業

費
用

便
益

比
(B

/
C
)

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.5

1
.6

1
.3

残
事

業
費

用
便

益
比

(B
/
C
)

4
.9

4
.3

5
.3

4
.8

5
.0

5
.4

4
.4
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【
参

考
3
】

②
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備
（
完

了
箇

所
）

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

は
、

洪
水

時
の

氾
濫

を
逃

が
す

遊
水

池
を

、
通

常
時

に
住

民
が

使
用

で
き

る
よ

う
水

辺
整

備
実

施
し

た
も

の
。

鳥
取

市
街

地
に

ほ
ど

近
く

、
貴

重
な

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
な

っ
て

お
り

、
散

策
な

ど
地

域
交

流
の

場
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

位
置

図

整
備

状
況

（
航

空
写

真
）

袋
川

摩
尼

川

日
本

海
浜
坂
箇
所
水
辺
整
備
（
水
辺
に
近
づ
け
る
箇
所
）

利
用
状
況

浜
坂
箇

所
水
辺
整
備
（
遊
歩
道
）

利
用
状
況

浜
坂

箇
所
水
辺
整
備

浜
坂

箇
所

水
辺

整
備

（
重

箱
緑

地
公

園
）
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●
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）

算
定

の
流

れ

C
V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

事
前

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C
】

の
算

定

総
費

用
【

C
】

①
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

②
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

算
定

の
流

れ

【
参

考
4
】
費

用
便

益
分

析
（
算

定
方

法
）

過
去

の
調

査
を
活

用

①
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

今
回

調
査

②
浜

坂
箇

所
水

辺
整

備

過
去

の
調

査
を
活

用
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袋
川

箇
所

水
環

境
整

備

必
要

回
答

数
3
8
0

配
布

数
4
,3

6
8

回
収

数
9
0
4

回
収

率
2
0
.7

%

有
効

回
答

数
5
1
9

有
効

回
答

率
5
7
.4

%

【
H
2
9
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
率

・
有

効
回

答
率

】

【
支

払
意

思
額

】

今
回

評
価

（
H
2
9
）

支
払

意
思

額
(全

体
事

業
)

2
7
4

円
/
月

/
世

帯
数

受
益

世
帯

数
3
4
,2

7
9
世

帯
(H

2
7
国

勢
調

査
)

年
便

益
1
1
2
.6

百
万

円

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
・

【
水

辺
整

備
】

（
再

評
価

）
袋

川
箇

所
水

環
境

整
備

支
払

意
思

額
（

W
T
P
）

＝
2
7
4
円

/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
＝

3
4
,2

7
9
世

帯
年

便
益

（
全

体
事

業
）

＝
1
1
2
.6

百
万

円
（

＝
2
7
4
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
3
4
,2

7
9
世

帯
）

【
賛

同
率

曲
線

】

【
H
2
9
ア
ン
ケ
ー
ト
便

益
集

計
範

囲
】

過
去

調
査

（
H
2
3
.6
）
の

結
果

よ
り
、
3
km

で
本
調
査
を
実
施

凡
例

千
代

川
流

域
界

河
川

市
町

村
界

事
業

個
所

便
益

算
定

範
囲

【
参

考
4
】
費
用
便
益
分
析

（
①
袋
川
箇
所
水
環
境
整
備
）

●
C
V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00

%

0
5
00

1
,0
0
0

賛同率
支

払
意

思
額

(円
/
月

/
世

帯
)
提

示
額

実
数

値

推
定

曲
線

最
大

提
示

額
で

裾
切

り

2
7
4
円

/
月

/
世

帯
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千代川総合水系環境整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

千代川総合水系環境整備事業 継続

日野川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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